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 TOTO第一工場では、案内係の方の話をしっかり聞きながら、便器ができるまでの生産 

工程や工場で働く人々の様子を見学しました。 

いのちのたび博物館では、グループの友達と探検シートを見ながら、自分たちで探検す 

る所を決め、楽しく活動しました。自然史ゾーンでは昔のくらしの様子を、歴史ゾーンで 

は動く恐竜のロボット等を見て回り“いのち”の大切さについて学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

  

① 原爆や戦争のおそろしさについて学び、平和の大切さを考えよう。  

② クラスや班の友達と協力し、楽しい思い出をつくろう。  

をめあてに、２日間の修学旅行に行ってきました。１日目の佐賀県立 

宇宙科学館では、疑似体験ができる宇宙発見ゾーン、参加体験型の地 

球発見ゾーンで、宇宙・地球とのつながりを深く感じることができま 

した。長崎の原爆関連施設では、戦争の悲惨さと平和の尊さを学び、 

平和集会で東朽網小学校のみんな（全校）の平和への願いを誓いました。 

２日目は、「海きらら」「ハウステンボス」で、集団行動や公共のマナーやルールを守りながら楽しく学習しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 豊かな自然環境の中で、わずか１泊２日でしたが、これまで以上に「友情・協同 

・奉仕・規律・感謝」の精神を身に付け、仲間と心を合わせ、知恵を出し合い、力を 

合わせて、自然の恵みに感謝しながら貴重な体験（集団生活）をしました。所員の方 

からも、一人一人が責任をもって役目を果たす姿や公共のマナーを守って行動する姿 

を褒めていただきました。半年後に最上級生となる心構えが芽生えつつあることをうれしく思いました。 

 

 

 

 

学校教育目標 
 

徳・知・体の調和のとれた

人間性豊かな実践力のあ

る子どもの育成 

学校だより 

５年生 自然教室 かぐめよし少年自然の家 １０月６日（木）～７日（金） 

【誓いの言葉】 ぼくたちは、平和学習を通して、戦争や原爆のことを知り、平和の大切さについて考えてきました。

そして、今日、この長崎の地で、原爆のおそろしさをあらためて感じました。 

 ぼくたちは、今、楽しく遊んだり野球をしたりすることができます。それは、今、日本が平和だからです。しかし、

世界には、まだ戦争をしている国があります。世界から争いをなくし、平和な社会、平和な世界にしていくために、で

きることから始めていこうと思います。ぼくは、家族や友達、周りの人に「ありがとう」「ごめんね」「いいよ」という

言葉を言えるようにしていきます。これからも平和が続いていくように、努力していくことを誓います。 

ぼくたちは、この自然教室での集団生活を通して、いろいろなことを学びました。特に、野外調理では、友達や仲 

間と協力することの大切さを学ぶことができました。また、探検ウォークでは、今まで知らなかった植物のことにつ

いても、興味をもつことができました。所員の先生や引率の先生方のおかげで、楽しい自然教室になりました。朽網

小学校の友達と一緒に活動することができて、５年生のよい思い出になりました。 

―こんな子どもたちに育てたい― 

自分が好き・友達が好き・先生が好き・学校が好き 

○ やさしく、仲良く助け合う【いじめ０】（徳） 

豊かな心とたくましく生きる力をもつ子ども 

○ かしこく（知） 

進んで学び,よく聞き,深く考え,表現できる子ども 

○ たくましく（体） 

体力づくりに励み,健康でたくましい子ども 

６年生 修学旅行 長崎方面 ９月２７日（火）２８日（水） 

３年生 社会科見学 TOTO小倉第一工場・北九州市役所・いのちのたび博物館 ９月２６日（月） 

平和公園での平和集会 

４年生 福祉体験 「点字」９月２３日（金）  社会科「消防士さんと一緒」学習 １０月４日（火） 

・生命の多様性館には、チョウやいろいろな虫がいました。私は、虫がきらいだけど、とてもきれいな 

チョウがたくさんいました。集めるのが大変だっただろうなあと思いました。 

・エンバイラマ館では、いろいろな恐竜のロボットが、本物みたいに動いていたので怖かったです。 

・一番大きい恐竜は、首と体の長さが同じだそうです。恐竜に囲まれていると、大昔にもどったみたい 

 で楽しかったです。 

平
和
を
願
う 

折
り
鶴 

小倉南消防署の方に来ていただき、 

消防士の仕事や 119番通報の仕方、熊 

本地震の状況などについて詳しく教え 

ていただきました。また、水消火器で 

消火訓練をしたり、消火活動に使用する道具に触れたりも

しました。防火服やヘルメットを着用した子ども達は、「暑

い、重たい、動きにくい」などの感想をもち、消防士の方

の苦労や努力を、身をもって感じることができました。 

「点訳たんぽぽ会」の方に来てい 

ただき、点字の起源や点字の日本 

語表記とその読み方、点字の打ち 

方などについて詳しく教えてい

ただきました。点字でひらがな 50 音や自分の名前

を打つ活動を通して、目の不自由な方の生活の一端

を知ることができました。この経験が、今後、福祉

について考えるきっかけとなることと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  


